
東温市事務事業評価シート　平成23年度実施事業対象

№ ― 6

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

22 23 24

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 4 4

023 2001 事務事業名 体育施設管理運営事務 細事務事業名

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会体育係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 直営・一部委託 実施計画 該当

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ５ 生涯スポーツの振興 主要施策 （２）スポーツ施設の整備充実・有効活用

事業区分

事業の対象 市民 根拠法令

事業の目的 最終的
市民の健康増進、地域連帯感の醸成及び体育振興に
よる交流を図るため、体育施設を設置し管理運営を行っ
ています。

今年度

活動内容

体育施設利用の受付を行います。 使用予定の管理を行います。

施設や設備の修繕、点検を行います。
ツインドーム重信、農林業者トレーニングセンター及び川内体育セ
ンターの管理運営業務を指定管理者へ委託します。

利用者が安全に利用できるよう、備品の購入・入替を進めま
す。

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成22年度 平成23年度 平成24年度 最終目標

使用料 使用料収入の年間積算 千円
24,026 23,889 24,000 25,000

22,200 21,932

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 1,859 34,322 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 22,000 21,932 22,288

一般財源 70,742 25,767 46,884

計(Ａ) 94,601 82,021 69,172

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.700 5,277 1.050 6,341 1.050 6,351

臨時職員工数・経費 0.300 511 0.450 819 0.450 843

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 100,388 89,181 76,367

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会体育係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性 今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

必要性
健康増進、体力向上に対する関心が益々高まる中、体育施設の設備充実を図り、市民にスポーツ活動及び健康づくりに励んでいただくのは大
切です。

有効性
市内体育施設を利用して市民大運動会や市民バレーボール大会等の各種大会を開催しており、地域コミュニティーの活性化にも繋がっていま
す。

達成度
各体育施設の利用申込は大変多く、市民の方々のニーズが高いことを伺えます。また、施設予約システムを導入していることも利用率の向上に
寄与しています。

必要性 有効性

効率性 既に３体育施設の管理運営業務を指定管理者へ委託しています。民間企業のノウハウを活用し、サービスの向上や経費削減に努めています。

当面の
課　題

利用者のニーズに応えたトレーニング機器を更新する必要があります。

改　革
計　画

トレーニング機器を年次計画で更新し、施設全体について経年劣化が激しいので改修を行う必要があります。

達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

二次評価で
の指摘事項

事故等がないよう、安全な管理運営を行ってください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ



東温市事務事業評価シート　平成23年度実施事業対象

№ ― 8

17 年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

22 23 24

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4 今後の方向性 現状維持

二次評価で
の指摘事項

市主催の行事として、継続できる方法を検討してください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

効率性 大勢の職員の協力が必要ですが、市の一大イベントとしては、効率的です。

当面の
課　題

高齢化が進み地域によっては参加が困難になっています。また、参加している地域においても、参加者の固定化が見られます。

改　革
計　画

分館で連合を組む、シャトルバスのルートや便数に配慮するなど、多くの参加が得られるよう努力します。また、参加者のニーズを把握し、種目等
に少しずつ改善を加え、マンネリ化の防止に努力します。

達成度 効率性

必要性
旧町時代から開催されており、長年に渡って開催されている市内最大イベントの一つです。これまでに築きあげてきた歴史ある大会を継続して開
催する必要性は大きいと思われます。

有効性 市民の健康増進と親睦・交流を深めるイベントとして有効です。

達成度 毎回多くの分館に参加をいただいておりますが、一部参加が困難になった地域(分館)がみられます。

有効性 達成度 効率性 今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 5,092 5,467 6,650

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会体育係
総　合
評価点

Ａ 必要性

0.397 2,401

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

計(Ａ) 3,064 3,070 4,249

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.269 2,028 0.397 2,397

0

その他特定財源 1,000 1,000 1,000

一般財源 2,064 2,070 3,249

年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

平成 年度決算 平成 年度決算 平成

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

33

最終目標

参加分館数
市内全域を対象とし、全37分館
の参加を目指しています。

分館
37 37 37 37

33

昼食・休憩時間帯を活用したアトラクション

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成22年度 平成23年度 平成24年度

事業の目的 最終的
全市民を対象とし、健康増進と市民相互の親睦・交流を
深めます。

今年度 継続して開催します。

活動内容

リレー・綱引き・玉入れなどの分館対抗種目 参加分館、参加者個人への参加賞の交付

子どもから高齢者まで広く参加できる種目 シャトルバス運行や仮説トイレ設置などのサービス

（４）スポーツ活動の普及促進

事業区分

事業の対象 市民(37分館を対象) 根拠法令

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ５ 生涯スポーツの振興 主要施策

該当

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会体育係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営・一部委託 実施計画

023 2010 事務事業名 市民大運動会開催事業 細事務事業名



東温市事務事業評価シート　平成23年度実施事業対象

№ ― 8

17 年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

22 23 24

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 4

3 4 3 4

023 2017 事務事業名 各種スポーツ大会等開催事業 細事務事業名 東温市民バレーボール大会事務

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会体育係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画 該当

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ５ 生涯スポーツの振興 主要施策 （４）スポーツ活動の普及促進

事業区分

事業の対象 スポーツに興味を持っている市民 根拠法令

事業の目的 最終的
分館行事に参加する市民は偏りがみられます。スポー
ツを通じて、東温市のスポーツの普及促進、分館行事
への参加のきっかけになるよう努めます。

今年度 継続して開催します。

活動内容

バレーボール・レクレーションバレーボール大会

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成22年度 平成23年度 平成24年度 最終目標

参加人数 人
1,000 1,000 1,000 1,000

850 900

参加分館 分館
37 37 37 37

33 33

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 925 861 1,073

計(Ａ) 925 861 1,073

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.215 1,621 0.199 1,202 0.199 1,204

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.016 29 0.016 30

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 2,546 2,092 2,307

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会体育係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

必要性 広く一般住民が参加できるように、参加資格等検討する余地があります。また、過疎の分館も参加できるよう検討が必要です。

有効性 レクレーションバレーボールでは、普段スポーツに親しんでいない人にとっても、参加のきっかけ作りになっています。

達成度 普段、分館行事に積極的でない人にとっても、参加しやすい大会です。

必要性 有効性

効率性 現在の方法が最良であると考えます。

当面の
課　題

分館活動に積極的に参加してもらえるよう、運営方法を検討したいと思います。

改　革
計　画

特別ルールの導入や参加資格などの見直しを検討します。

達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

二次評価で
の指摘事項

大会は継続して続けることが大切であるため、分館内での繋がりを深めることができる事業にしてください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ



東温市事務事業評価シート　平成23年度実施事業対象

№ ― 8

17 年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

22 23 24

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

2 4 3 4

4 4 4 4

023 2018 事務事業名 各種スポーツ大会等開催事業 細事務事業名 東温市民ソフトボール大会事務

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会体育係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画 該当

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ５ 生涯スポーツの振興 主要施策 （４）スポーツ活動の普及促進

事業区分

事業の対象 スポーツに興味を持っている市民 根拠法令

事業の目的 最終的
東温市のスポーツ振興や分館活動参加へのきっかけに
なるよう努めます。

今年度

活動内容

ソフトボール大会（スローピッチ）

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成22年度 平成23年度 平成24年度 最終目標

参加人数 実績（人） 人
600 600 600 600

520 0

参加分館 実績（分館） 分館
37 37 37 37

30 0

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0 ※23年度は雨天により中止

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 526 119 739

計(Ａ) 526 119 739

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.188 1,417 0.174 1,051 0.174 1,053

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 1,943 1,170 1,792

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会体育係
総　合
評価点

Ｃ 必要性 有効性 達成度 効率性 今後の方向性 方法改善

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

必要性
多くの市民が参加し、各分館の間で交流が行われています。課題は、参加人数がそろわない小規模分館でも、参加できる方法を検討する必要
があります。

有効性 スローピッチを採用しているため、どの年代の方にも取り組みやすいスポーツ事業です。

達成度 普段あまり運動をされない市民にとっての健康増進、普段分館活動に参加されない市民にとって交流を深めるいい機会となっています。

必要性 有効性

効率性 現在の方法が最良であると考えます。

当面の
課　題

小規模分館でも他分館との連合で参加できるように努めます。

改　革
計　画

実施内容等の変更を含め検討します。

達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

二次評価で
の指摘事項

幅広く市民の方が参加できるように、事業内容を工夫し継続して実施してください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ



東温市事務事業評価シート　平成23年度実施事業対象

№ ― 8

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

22 23 24

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

2 4 2 2

3 4 2 3 今後の方向性 廃止・休止

二次評価で
の指摘事項

別事業を検討してください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性

効率性
委託事業ということもあり、使用料や事業委託料の大幅な金額変更は難しいため、現在はこの方法が一番効率的です。但し、募集方法等の改善
見直しは必要です。

当面の
課　題

24年度よりアクロス重信が閉館したため事業中止です。

改　革
計　画

―

達成度 効率性

必要性
全国でもめずらしい西日本最大級の全天候型スノーボード施設であるため、東温市のアピールやスポーツ人口の増加が見込まれますが、利用
料が割高であるため、利用者の負担が大きくなっています。

有効性 東温市内にスノーボード体験施設があることで、東温市の小中学生にとって、スノーボードというスポーツを身近に体験できるいい機会です。

達成度 参加者が少ないため、より多くの小中学生が参加できるように検討する必要があります。

有効性 達成度 効率性 今後の方向性 廃止・休止

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 741 599 0

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会体育係
総　合
評価点

Ｄ 必要性

0.000 0

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

計(Ａ) 115 134 0

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.083 626 0.077 465

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 115 134 0

年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0 24年度はアクロス重信が閉館
したため事業中止。

地方債 0 0

平成 年度決算 平成 年度決算 平成

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

6

最終目標

参加人数 実績（人） 人
30 30 ― ―

16

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成22年度 平成23年度 平成24年度

事業の目的 最終的
東温市にあるアクロス重信でのスノーボード体験を通し
て、市民の方がスポーツに触れる機会を増やせるように
努めます。

今年度

活動内容

スノーボード入門教室

スノーボード体験教室

（４）スポーツ活動の普及促進

事業区分

事業の対象
スノーボードに興味を持っている初心者及び初級者の小中学
生。

根拠法令

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ５ 生涯スポーツの振興 主要施策

該当

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会体育係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 全部委託 実施計画

023 2019 事務事業名 各種スポーツ大会等開催事業 細事務事業名 東温市スノーボード教室委託事務



東温市事務事業評価シート　平成23年度実施事業対象

№ ― 8

17 年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

22 23 24

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 4 4

023 2020 事務事業名 各種スポーツ大会等開催事業 細事務事業名 東温市こどもスポーツ大会事務

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会教育係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画 該当

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ５ 生涯スポーツの振興 主要施策 （４）スポーツ活動の普及促進

事業区分

事業の対象 市内小学生（原則として４・５・６年生） 根拠法令

事業の目的 最終的
スポーツを通じて、心身ともにたくましい児童の健全育
成を目指すとともに、市内児童の親睦交流を図ることを
目的としています。

今年度 ７月２４日（日）４種目４会場で実施

活動内容

キックベースボール ドッジボール

ソフトボール

ミニバスケットボール

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成22年度 平成23年度 平成24年度 最終目標

参加チーム数 チーム
50 50 50 50

35 33

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 224 209 462

計(Ａ) 224 209 462

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.161 1,214 0.149 900 0.149 901

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 1,438 1,109 1,363

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会教育係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

必要性
スポーツを通じて、市内各小学校の親睦交流や異年齢交流、そして家庭や学校だけでは体験できないものもあり、青少年の健全育成に大いに
貢献しています。

有効性 小学生がスポーツに親しむ機会を提供し、生涯スポーツの振興に成果を上げています。

達成度 チーム数が減少していますが、チーム構成には幅があり、参加者数はほぼ横ばいです。

必要性 有効性

効率性 ＰＴＡ主催による運営で経費節約など運営の効率化に努めています。

当面の
課　題

スポーツを通じて、市内各小学校の親睦交流や異年齢交流、そして、家庭や学校だけでは体験できないものもあり、青少年の健全育成に大いに
貢献しています。競技種目も変更したいと考えています。

改　革
計　画

アンケートを実施し、希望の多い種目を追加し、参加チームの増加を図ります。

達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

二次評価で
の指摘事項

参加者の意見も聞いて、競技種目の見直しを行なって大会を継続できるよう検討してください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ



東温市事務事業評価シート　平成23年度実施事業対象

№ ― 8

20 年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

22 23 24

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 3 2 3

3 3 3 3

023 2021 事務事業名 各種スポーツ大会等開催事業 細事務事業名 東温市ボート教室事務

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会体育係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画 該当

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ５ 生涯スポーツの振興 主要施策 （４）スポーツ活動の普及促進

事業区分

事業の対象 ボート競技に興味を持つ市内の小学生 根拠法令

事業の目的 最終的
ボート競技を体験することで、スポーツを通して青少年
の健全育成を図ります。

今年度

活動内容

佐古ダムボート練習場で、愛媛大学ボート部員の指導による
ボート体験教室を開催します。

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成22年度 平成23年度 平成24年度 最終目標

参加人数 実績（人） 人
40 30 30 30

12 20

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 242 134 96

計(Ａ) 242 134 96

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.054 407 0.050 302 0.050 302

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 649 436 398

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会体育係
総　合
評価点

Ｄ 必要性 有効性 達成度 効率性 今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

必要性 子どもたちにとって、ボート競技などいろいろなスポーツ体験を行うことは、青少年の健全育成に必要です。

有効性
ボート競技という普段馴染みの薄いスポーツを、気軽に体験できるため有効です。但し、市が艇を保有しているわけではなく単独で実施できるス
ポーツではないため、手軽に実施できないのが問題です。

達成度 体験教室としては概ね達成していますが、施設整備が十分に整っていないため、今後はボート競技の普及振興につなげていくことが必要です。

必要性 有効性

効率性
以前は国の補助事業であったため積極的な協力が得られたが、市単独事業になってからは愛大ボート部の学生に直接依頼する形となっており、
指導資格者の派遣等内容の検討が必要です。

当面の
課　題

体験教室等を開催して競技人口を増やし、更に有効な活用に努めます。

改　革
計　画

事業内容を見直し、参加しやすい教室にして競技人口を増やしたいと考えています。

達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

二次評価で
の指摘事項

ボート練習場の整備を機に、今後競技人口の増加に期待します。
また、青少年の健全育成の場としても有効に活用してください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ｃ



東温市事務事業評価シート　平成23年度実施事業対象

№ ― 8

20 年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

22 23 24

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 4

4 4 4 4

023 2022 事務事業名 各種スポーツ大会等開催事業 細事務事業名 東温市民健康マラソン大会事務

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会体育係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画 該当

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ５ 生涯スポーツの振興 主要施策 （４）スポーツ活動の普及促進

事業区分

事業の対象 スポーツに興味を持っている市民 根拠法令

事業の目的 最終的
東温市のスポーツ普及促進や市民の方の健康増進に
努めます。

今年度

活動内容

2ｋｍ・4ｋｍマラソン大会

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成22年度 平成23年度 平成24年度 最終目標

参加人数 実績（人） 人
300 400 400 400

307 282

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 128 94 85

計(Ａ) 128 94 85

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.188 1,417 0.174 1,051 0.174 1,053

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.010 18 0.010 19

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 1,545 1,163 1,156

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会体育係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性 今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

必要性 東温市のスポーツ普及促進や市民の方の健康増進に必要です。

有効性
マラソン競技は普段スポーツをしていないどの年代の方でも参加がしやすく、また距離も親子でも参加がしやすい距離であるため、市民の方がス
ポーツに触れるのに有効です。

達成度 より多くの市民の方に参加してもらえるように、周知方法や案内等の改善を検討します。

必要性 有効性

効率性 現在の方法での実施が、時間・距離・コスト面から一番効率が良いと考えます。

当面の
課　題

より多くの市民の方に参加してもらえるコースを設定するよう努めます。

改　革
計　画

参加者のニーズにあったコース設定や事業の周知方法や案内等の改善を検討します。

達成度 効率性 今後の方向性 拡大・充実

二次評価で
の指摘事項

近年、マラソンやウォーキングに興味を持たれている方が増えています。
参加者の拡大に努力してください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ



東温市事務事業評価シート　平成23年度実施事業対象

№ ― 8

23 年度 ～ 23 年度 □

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

22 23 24

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

1 1 3 2

1 1 1 2

023 2026 事務事業名 冬季オリンピックメダリスト育成事業 細事務事業名 冬季オリンピックメダリスト育成事業

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会体育係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 補助等 実施計画

５ 生涯スポーツの振興 主要施策

非該当

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（４）スポーツ活動の普及促進

事業区分

事業の対象
冬季オリンピックにおけるメダル獲得が有望視される選手
(県内に在住するナショナルチーム指定選手)

根拠法令

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目

事業の目的 最終的
本市を練習拠点とする選手の中から冬季オリンピックメ
ダリストを育成する。

今年度

活動内容

愛媛県スキー連盟に対し、助成を行います。

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成22年度 平成23年度 平成24年度 最終目標

指定選手数 実績／目標 人
2 2 0 2

2 2

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 0 1,000 0

計(Ａ) 0 1,000 0

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.000 0 0.025 151 0.000 0

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 0 1,151 0

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会体育係
総　合
評価点

Ｄ 必要性 有効性 達成度 効率性 今後の方向性 廃止・休止

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

達成度 効率性

必要性 アクロス重信が平成24年１月に閉館となり、本市に練習拠点がなくなったことを踏まえ、当初の目的を果せなくなりました。

有効性 練習拠点を失ったため、本市が助成する有効性はなくなりました。

達成度 平成23年１月までは活動できたため、成果は概ね達成したと言えます。

効率性 他の方法があるか検討を要します。

当面の
課　題

本市内に練習場所が無くなったため助成は休止しますが、再度活動が始まるようであれば、助成することを検討する必要があります。

改　革
計　画

特にありません。

今後の方向性 廃止・休止

二次評価で
の指摘事項

アクロス重信の閉館は、本市にとっても、誠に残念な結果であります。今後は、アクロス重信が再稼動される事を切望し、再稼動された
暁には、助成の可否の検討を行う必要があります。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ｄ 必要性 有効性


